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※どのような課鬪歌のために、どのような事業を行いたいの力汾かり易く言識してください。

山形県は豊かな森林資源に恵まれていますが、その豊かな環境に触れる機会が年々減少し

ていると思います。

これまで森林環境を支えてきた山間地域も高齢化が進み、山の恵みである山菜等について

も知る機会が少なくなっています。

特に、幼少児弌宏い世代の山菜肩卸は顕著です。

山菜は、井亟の在剰乍吻です。

全ての栽矧乍物は、天然の山菜等がルーツです。

山菜には「えぐみ・にがみ」がありますが、山菜の美味しさは、この「えぐみ・にがみ」で

す。幼少期にこの味を体験しないと、大人になっても山菜の味を知る機会は無くなってしま

います。

現に、若い世代の山菜禹卸が進んで、幼児はなおさら進んでいます。

このこのため、子供と家族を対象にした安心安全な食育の場として、無農薬・有機耕音の、

仮称【蔵王こまくさ食育山菜園】を整備するものです。

園ナ佃自戎・植え付け体験・草取や管理体験・1佼獲体験・調理体験と、・→車の体験を行います。
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※県民・イ諜に向け、団体をPRするメッセージを言己載してください。

私たち「蔵王緑の騎士団」は、とれまで成人を中心に、森林環境保全ボランティア活動を

行ってきましたが、団員も高齢化が進み、年々活動を縮小しなければならない状況です。

これまで団の活動は、個人主体で行ってきましたが、今後は広く県民・企業の方々に知っ

て頂き、活動も広く贊同者を受け入れる必要があると考えています。

この度の、山菜園を迪戎・開放する計画もその一環です。

今まで、森林や山菜に興味や関心が無かった方々が、誰でも体験できる体験型山菜園を介し

て、森林の大切さや、食育として山の恵みを知る機会になれぱと思っています。

蔵王緑の騎士団の活動の為の資金は、これまで県の緑環埼兇の活用や、団員の会費により

運営しています。

しかしながら、今回計画してぃる体験型食育山菜園にっいては、該当する粛助事業等があ
りません。

多くの県民や企業の笥蒙の応援をお願いしたいと思い、社会貢献活動イ足進基金団体登録申

請をしました。

(

(その2)

県民・企業
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この申請書に記載している郭頁に間違いはありません。

また、当団体は、山形県社会貢献活動促進基金実施要領第8条に規定する申請団体の要件を満た

しています。

令和 6年2月 9日
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